
Ⅰ．文化財資料館（令和６年度）の運営

（１）展示・公開事業

■常設展示

□展示機能の拡充

　大型ハイケース（エアタイト）を導入し、展示機能の拡充を行った。

□文化財資料館施設案内パンフレットの作成

□１階展示室

　展示エリアを４つの空間にわけ、エリア１・２を「東奈良遺跡―弥生集落と銅鐸生産

―」、エリア３を「いばらき歴史発見！―先人が遺した文化財―」、エリア４を「茨木の暮

らしとなりわい」のコーナーに分け、展示している。

□２階郷土史料室

　図書・史料の閲覧及び収蔵並びに事務スペースをしつらえ、新修茨木市史の編さんにあ

たって収集した主に文献資料（古文書等）の整理・公開・活用を進めている。

　年間利用者数：3,491人

■企画展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□茨木市立文化財資料館開館40周年記念 第40回テーマ展

　展示名：「藤原鎌足と大織冠信仰」

　会期：令和６年10月19日（土）〜12月９日（月）（日数：45日）

　会場：文化財資料館１階展示室

　会期中入館者数：3,323人

　概要：テーマ展では、本年に修理を終え、市指定文化財になったばかりの『紙本著色大織

　　　　冠像』（地福寺蔵）を中心に、今に伝わる藤原鎌足に関する作品や資料を展示し、

　　　　本市の安威・桑原地域で育まれた鎌足への信仰の様相を紹介した。

　＜関連事業＞

　　講演会：外部講師による講演会

　　 11 月 24 日（日）14 時～ 15 時 30 分（参加者数：151 人）

　　「藤原鎌足（大織冠）像の成立と伝播」

　　谷口耕生氏（奈良国立博物館企画室長）

　　 11 月 30 日（土）14 時～ 15 時 30 分（参加者数：202 人）　　

　　「古代の三島と藤原鎌足」

　　吉川真司氏（京都大学名誉教授）

　　

　  学芸員講座：担当学芸員による講座　14 時～ 15 時 30 分　高橋伸拓（本市学芸員）

　　　11 月 16 日（土）「近世の安威村・桑原村と大織冠信仰」（参加者数：126 人）
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　　クイズラリー：参加者数：延べ 1,286 人

□茨木市立文化財資料館開館40周年記念 第25回企画展

　展示名：「豊臣秀吉と茨木」

　会期：令和６年７月13日（土）〜８月26日（月）（日数：38日）

　会場：文化財資料館１階展示室

　会期中入館者数：1,981人

　概要：豊臣秀吉は刀狩りや太閤検地を実施し、身分や土地制度を整備した人物として知ら

　　　　れ、茨木市域においても多くの足跡を遺している。本企画展では地域で遺されてき

　　　　た秀吉にまつわる資料と伝承を紹介した。

　

□ちょっと昔のいばらき展

　会期：令和７年１月８日（水）～３月10日（月）（日数：54日）

　会場：文化財資料館１階ロビー、１階展示室

　会期中入館者数：3,017人

　概要：文化財資料館が収蔵する昭和後期にかけて使用されていた、くらしの道具類を

　　　「衣・食・住・娯楽・生産・生業」のテーマに分けて、ロビー及び展示室に展示し　

　　　 た。また期間中の２月26日(水)～３月10日（月）まで、おひな様の展示を行った。

　＜関連事業＞

　クイズラリー：参加者数：延べ413人

□茨木市立文化財資料館開館40周年記念 ミニ展示

　展示名：「都市大坂×茨木」

　会期：令和６年４月３日（水）〜令和７年３月31日（月）（日数：304日）

　会場：２階郷土史料室前

　会期中入室者数：3,487人

　概要：文化財資料館開館40周年を記念して、この40年で収集した古文書から江戸時代の

　　　　大坂と茨木市域の村の交流を紹介した。

□第42回郷土民俗資料展

　展示名：「近代の茨木―茨木町から茨木市へ―」

　会期：令和６年11月30日（土）～12月１日（日）（日数：２日）

　会場：茨木市文化・子育て複合施設おにクル会議室３及び１階フリースペース

　入場者数：延べ105人

　概要：近代以降のいばらきのまちの歴史を文化財の視点から振り返る展示を行った。

□キリシタン遺物史料館　第15回企画展

　展示名：「もうひとつの隠れキリシタンの里―下音羽―」

　会期：令和７年３月26日（水）〜５月26日（月）（日数：51日）

　会場：キリシタン遺物史料館展示室

　会期中入館者数：1,113人

　概要：千提寺地区の２kmほど北に位置する下音羽地区の民家や寺院から発見されたキリシ

　　　　タン遺物を紹介する展示を行った。
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　＜関連事業＞

　クイズラリー：参加者数：延べ272人

（２）教育普及事業

■講座・講演会事業

□第38回　古文書教室講座

　初級編・中級編を設定し、前期・後期の各計６回行った。古文書に興味を持ってもらえる

よう、市史収集資料も活用して内容を充実させて実施した。

　期間：令和６年５月16日（木）〜令和７年１月16日（木）

　　　　（初級編、中級編ともに前期３回、後期３回の計６回）　　　

　対象：市内在住・在勤・在学の者

　時間：18時〜19時30分

　講師：片山正彦氏（市立枚方宿鍵屋資料館学芸員）・中川博勝氏（精華町教育委員会古文

　　　　書等調査員）・高橋伸拓（本市学芸員）・高野那菜（本市文化財調査担当員）

　会場：文化財資料館２階研修室

　受講料：無料

　申込数：初級編：前期22人　後期12人 　

　　　　　中級編：前期19人　後期15人 

　　　　　（延べ参加者数：初級編77人、中級編84人）

□第29回　郷土史教室講座

　茨木に愛着を抱いてもらうことを目的として、「歴史に視る茨木」をテーマに全５回の講

義を実施した。

　期間：令和６年７月21日（日）〜令和６年12月22日（日）

　対象：市内在住・在勤・在学の中学生以上の者

　時間：14時～15時30分

　会場：文化財資料館２階研修室

　受講料：無料

　定員：60人（延べ参加者数287人）

月　日 講　義　内　容 講　師 会場

１ ７月 21 日 茨木の歴史と文化財資料館 黒須靖之 文化財資料館長・

本市学芸員

34 人

２ ８月 25 日 茨木の寒天製造 -そのはじまりと終焉 - 石坂澄子氏 関西大学非常勤講師 33 人

３ ９月 15 日 新京阪線（現・阪急京都線）の敷設と茨木 森岡洋史氏 京都大学人文科学研究所

非常勤職員

53 人

４ 10 月６日 ７世紀の茨木と中臣氏・藤原氏 菱田哲郎氏 京都府立大学教授 135 人

５ 12 月 22 日 幕末茨木市域の「ええじゃないか」 中川博勝氏 精華町教育委員会古文書

等調査員

32 人

ⅲ



□夏休み体験学習講座

　夏休み中の小学生を対象とした体験学習。地域の歴史について興味・関心を持ってもらう

ことを目的として、ミニチュア銅鐸鋳造体験を実施した。

　開催日：令和６年７月27日（土）～７月28日（日）

　時間：　９時30分～10時30分　 10時45分～11時45分

　　　　　12時45分～13時45分　14時～15時

　　　　　15時15分～16時15分

　対象：市内小中学生

　会場：文化財資料館１階ロビー

　受講料：文化財資料館開館40周年記念事業のため無料

　申込者数：60人（参加者数57人）　　　

□生涯学習出前講座

　茨木市では、市内在住・在勤・在学の10人以上で構成された団体等に対して、メニューを

提示し、要望に応じて市職員を派遣する出前講座を実施している。令和６年度の文化財資料

館のメニューは「東奈良遺跡」「茨木のキリシタン遺物-信仰を捧げた人々-」「郡山宿本陣

（椿の本陣）」とした。

□外部講演会

　・令和６年５月11日（土）

　　茨木シニアカレッジいこいこ未来塾わがまち茨木と北摂の歴史・文化コース講座

　「茨木の歴史文化の全般を知る」派遣職員：黒須靖之

　（文化財資料館長・本市学芸員）

■刊行物

　・展示図録『藤原鎌足と大織冠信仰』（初版/A4・40頁・1000部）

　・『茨木市立文化財資料館館報　第10号』（初版/A4・94頁・300部）

　・『茨木のキリシタン遺物―信仰を捧げた人びと―』(第４版/A4・50頁・1,000部)

■来館記念品

　開館40周年を機に新たに本市の文化財等をモチーフにしたカプセルトイやトートバッグを

作成した。

■学校教育

□教員初任者研修

　本市の特色ある歴史を学ぶため、キリシタン遺物史料館の見学を新任教員に実施した。

　実施日：令和６年７月23日（火）　
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□「昔のくらし学習」における団体見学及び出前授業

　ちょっと昔のいばらき展における団体見学を再開し、遠方の学校へは職員が出向いて実施

する出前授業を実施した。

　団体見学（８校）

月　日 学　校　名 人　数

１月 15 日 茨木市立清渓小学校 ６人

１月 16 日 茨木市立水尾小学校 110 人

１月 16 日 茨木市立東奈良小学校 80 人

１月 17 日・23 日 茨木市立中条小学校 180 人

１月 22 日 茨木市立玉島小学校 110 人

１月 22 日・23 日 茨木市立天王小学校 148 人

１月 24 日 茨木市立玉櫛小学校 94 人

１月 27 日 茨木市立葦原小学校 102 人

                         

　出前授業（８校）

月　日 学　校　名 人　数

１月 29 日 茨木市立安威小学校 26 人

１月 29 日 茨木市立福井小学校 34 人

１月 30 日 茨木市立太田小学校 101 人

１月 30 日 茨木市立畑田小学校 48 人

１月 31 日 茨木市立山手台小学校 123 人

２月５日 茨木市立郡小学校 58 人

２月６日 茨木市立忍頂寺小学校 ６人

２月６日 茨木市立彩都西小学校 127 人

 

□東奈良小学校連携事業

月　日 内　容 人　数

６月９日 教職員等研修 16 人

７月８日 東奈良遺跡見学（６年生） 61 人

10 月 31 日 水をめぐる茨木の災害史

（４年生）

62 人

11 月 14 日 町たんけん（２年生） ９人

２月 17 日 地域のうつりかわり（３年

生）

80 人

□中学生職場体験

月　日 学 校 名 人　数

11 月 6・7 日 茨木市立彩都西中学校 延べ６人

11 月 12・13 日 茨木市立南中学校 延べ８人

11 月 14・15 日 茨木市立三島中学校 延べ７人

11 月 27・28 日 茨木市立養精中学校 延べ５人

12 月 5・6 日 茨木市立平田中学校 延べ４人

12 月 12・13 日 茨木市立東雲中学校 延べ８人

□高校生団体見学

月　日 学 校 名 人　数

12 月 16・18・20

日

大阪府立茨木高等学校 延べ 121 人
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□大学生地域学習

月　日 学 校 名 人　数

12 月７日 追手門学院大学文学部西島

太郎・久水俊和ゼミ

22 人

■文化財解説員（ボランティア）の活用

□文化財解説員（ボランティア）研修

月　日 内　容 講　師

６月 23 日 令和６年度の活動について 座談会

10 月 17 日 テーマ展「藤原鎌足と大織冠信仰」に関する展示解説 高橋伸拓

□文化財解説員（ボランティア）の活動

　令和６年度は、文化財資料館第40回テーマ展、夏休み体験学習講座、小学校団体見学で協

力を得た。

　協力者数：延べ84人

■文化財説明案内板の撤去・付替・新設

　・将軍塚古墳（１箇所） 表示部付替

（３）資料収集・管理事業

■資料収集

□寄贈

　・建築・測量図面・地目変換届　等　30点

　・引札　　　　　　　　　　44点　　・看板　　　　　　　　　　　２点

　・鏡　　　　　　　　　　　１点　　・写真乾板　　　　　　　　　２点

　・古文書（板東氏）　　　　３点　　・写真（デジタルデータ）　　一式

　・郡北組伊勢講資料　　　　一式　　・古文書（辻田氏）　　　　　一式

　・硯　　　　　　　　　　　２点　　・餅切り機　　　　　　　　　１点

　・ガラス容器　　　　　　　２点　　・ランプ　　　　　　　　　　１点

　・郡愛宕講資料　　　　　　一式　　・泉原伊勢講（東西講）資料　一式　

　・日本万博博覧会（EXPO'70）大人用チケット　２枚

□寄託

　・水尾弥勒堂仏画類（更新）４点

　・光得寺資料　　　　　　　一式　　・奥野家文書　　　　　　　　一式

　・北川家文書（寄託解除）　一式

■資料管理

□資料調査

月　日 調査者・団体 調 査 資 料

11 月３日 個人（島根大学法文学部考古学研究

室）

金属片付着真土

11 月 10 日 個人（早稲田大学大学学術院） 厨子入り象牙彫りキリスト磔刑像

12 月 15 日 兵庫県立考古博物館 小銅鐸、羽口 等

ⅵ



12 月 19 日 個人（島根大学法文学部考古学研究

室）

金属片付着真土

２月 23 日 個人（山梨県立考古博物館） 安威０号墳２号粘土槨出土 水晶製勾玉

□館外貸出

期　間 機　関　名 貸　出　資　料

６月 17 日～９月 18 日 島根県古代出雲歴史博物

館

郡・倍賀遺跡銅鐸形土製品

８月１日～８月 16 日 茨木市市民文化部人権・

男女共生課

綿入れ・灯火カバー・千人針・モンペ・ゲートル・防災頭巾・

水筒

□写真借用・掲載許可

申請者 資料・写真名 撮影・掲載目的

株式会社同成社 東奈良遺跡　甕の巻き包みの痕跡  土器 No.68、

土器 No.69、土器 No.48、土器 No.6

書籍『醸造の考古学』に掲載

島根県立古代出雲歴史博

物館

郡・倍賀遺跡　銅鐸形土製品　 企画展「荒神谷発見！―出雲の弥生

文化―」の図録、広報媒体等に掲載

個人 東奈良遺跡出土遠賀川式土器 日本考古学協会資料に使用

個人 上伸書（和田惟政の古墳）（旧五日市村文書 48-

58）

愛護会講演会配布資料、愛護会ホー

ムページに掲載

個人 田村文男氏蒐集史資料 追手門学院大学社会学部 学生制作

短編映画《声の水溜まり》の制作・

上映に使用

個人（追手門学院大学） 茨木市文化財資料集第 61 号の『太田遺跡発掘調

査概報』「口絵 2  太田遺跡出土埴輪」「口絵 3  

太田遺跡  古墳群築造想定図」「図版 6  第 2 次

調査区  俯瞰 (南から )」

博物館実習の展示

静岡県文化財課 東奈良遺跡出土ガラス勾玉鎔笵 シンポジウム「珠玉の国　新潟－ヒ

スイ、青玉、赤玉－」のガイドブッ

クに掲載

Ibaraki Vintage 耳原古墳　石室内部 追手門学院大学地域創造学部ゼミ生

によるフリーペーパーに掲載

八尾市教育委員会 千提寺キリシタン墓碑

慶長六年佐保カララ

今東光資料館企画展展示パネルに使

用

個人 田村文男氏撮影史料 履修授業の展覧会用作品制作、展示

に使用

個人 粟生村徳兵衛往来手形（池上家文書２-30657）、

但馬入湯記（池上家文書２-60026）、出産に付送

り手形（旧上野村文書 485）

大阪府民カレッジ講座の講演資料と

して使用

摂津市教育委員会市史編

さん室

茨木高等学校所蔵「村誌　大阪府三島郡鳥飼村」『新修摂津市史』第３巻の参考史料

として使用

個人 水尾村絵図　水尾区有文書６-30、吉田為次家文

書 24

「葦原地区の歴史を語る会」勉強会

で使用

個人 郡山宿本陣文書 古文書講座配布資料に使用

個人 池上家文書１-73、７-79 中世粟生村の研究に使用

個人 上田重一家文書 『地方史研究』に掲載予定の論文に

使用
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摂津市教育委員会市史編

さん室

茨木高等学校所蔵「村誌　大阪府三島郡鳥飼村」

「村誌　大阪府三島郡味舌村」「村誌　大阪府三

島郡三宅村」

『新修摂津市史』第４巻の参考史料

として使用

株式会社かまくら春秋社 マリア十五玄義図、ロレータ聖母子像（厨子入り）書籍『図説天正遣欧少年使節』での

総論中に掲載

個人（福井まちづくり検

討会議）

　

鼻摺古墳前景写真、紫金山古墳、耳原古墳（２枚）、

将軍山古墳（竪穴式石室）、 海北塚古墳（横穴式

石室）、海北塚古墳出土品、耳原古墳（家形石棺）、

新屋古墳群

『福井再発見～歴史を歩く』（歴史ガ

イドブック）に掲載

               

個人（帝塚山大学） 紙本著色大織冠像

（図録　藤原鎌足と大織冠信仰より）

帝塚山大学開催の公開講座にて使用

個人 田村文男氏撮影写真 大学卒業制作で使用

個人 マリア十五玄義図（東家本） 部分図：生誕、奉献、

復活、昇天

『関西大学文学論集』第 74 集第４号

に掲載

個人 水尾村絵図（水尾区有文書）、玉櫛遺跡 2009- １

調査地遠景、同 B・C区第２面全景、同 B区第４

面水路状遺構と石列 ほか

『玉櫛小学校創立 150 周年記念誌』

に使用

個人 田村文男氏撮影写真 大学のゼミ作品で使用

個人 上野マリヤ銘墓碑、あけずの櫃、マリア十五玄

義図（東家本）、メダイ、メダイ容器、マリア彫

像ほか

マルタン・ノゲラ・ラモス、平岡隆

二編『関西の隠れキリシタン発見』

内の挿図として利用（口絵含む）

株式会社よしもとデベ

ロップメンツ 生駒市たけ

まるホール

紙本著色大織冠像　（地福寺蔵） 生駒市たけまるホールにて開催の帝

塚山大学牟田口章人氏による講座に

て使用

株式会社トライアウト メダイ複製・復元品ほか 雑誌『まるごとぜんぶ北摂の本』へ

掲載

兵庫県立考古博物館 東奈良遺跡出土鎔笵関係遺物ほか 特別展「弥生の至宝　銅鐸」の図録、

広報媒体等で使用

個人 マリア十五玄義図（東家本） 冊子『紀州キリシタン史　江戸時代

編Ⅰ』へ掲載

神戸市立博物館 東奈良遺跡出土資料 特別展「銅鐸とムラ－国宝桜ヶ丘銅

鐸をめぐる弥生の営み」の図録、広

報媒体等で使用

□文化財資料館等環境調査

□高度清浄加湿装置修繕

□高濃度ガス検知器修繕

□資料燻蒸（ＣＯ2）

□歴史資料管理システムデータベース保守

□歴史資料管理システムデータベース作成・登録

□古文書等画像データ作成（追手門学院大学旧蔵安威村文書・福山家文書・西岡家文書・福

井村文書・文化財資料館購入文書）

■資料保存

□古文書修復保存（水尾区有文書）

□重文修理　銅鐸鎔笵４点の蛍光Ｘ線分析と保存のための安定台作成（文化庁）　
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（４）調査・研究事業

■館蔵資料の整理及び調査・研究

■古文書解読整理

■文化財資料館館報の刊行

（５）連携事業

■歴史街道推進協議会（西国街道連携事業）

　西国街道連携事業秋季イベントチラシへの文化財資料館開館40周年記念テーマ展の

掲載及びスタンプラリーに参加した。

■北大阪ミュージアムネットワーク

　令和６年７月３日（水）に吹田市立博物館で幹事会を実施し、今後の活動について

協議した。

■近畿大学文芸学部

　近畿大学文芸学部松岡久美子ゼミと連携し、茨木のキリシタン潜伏期における信仰の様相を

明らかにする目的で文化財調査実習を実施した。調査成果は、キリシタン遺物史料館企画展と

同時開催としてパネル展示「かくれキリシタンたちと仏教信仰-千提寺の念仏講と達磨講-」を

実施した。

月　日 内　容 参加人数

10 月 27 日 キリシタン遺物史料館等現地見学 ９人

11 月９日 千提寺地区念仏講・達磨講文化財調査 延べ 10 人

　　　　　　　　　　　　　  

（６）文化財資料館運営審議会

　文化財資料館の運営に関し、下記の事項について協議を行い、その内容について委員に意

見を求めた。

ⅸ

氏　名

委員長 若林邦彦 同志社大学歴史資料館　教授

副委員長 辻尾榮市 地域歴史民俗考古研究所　所長

委員 難波洋三

吉村健

松岡久美子

松村薫

池田直子

岩田朋子

岡市正達

吉田佳世

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 

客員研究員

大阪府立茨木高等学校　教諭

近畿大学文芸学部　教授

茨木市教育研究会小学校社会科部　副部長（忍頂寺

小学校）

吹田市立博物館　学芸員

茨木市立東奈良小学校　校長

茨木神社　禰宜

追手門学院大学地域創造学部　准教授

第１回（令和６年５月 15 日）

議題（１）

令和５年度文化財資料館等事業報

告について

議題（２）

令和６年度文化財資料館等事業計

画について



（７）入館者数

■文化財資料館

　年間入館者数：12,852人

　団体見学：22団体　　　　　
月 開館日数 個人 団体数 団体人数 合計入館者数

4 25 569 0 0 569

5 27 671 0 0 671

6 26 502 1 16 518

7 26 1,203 1 61 1,264

8 27 1,027 0 0 1,027

9 26 636 1 45 681

10 26 1,313 2 62 1,375

11 26 1,959 2 36 1,995

12 23 957 5 152 1,109

1 23 819 10 830 1,649

2 24 1,037 0 0 1,037

3 26 957 0 0 957

合計 305 11,650 22 1,202 12,852

■キリシタン遺物史料館

　年間入館者数：4,653 人

　団体見学：29団体　　　　　
月 開館日数 個人 団体数 団体人数 合計入館者数

4 25 356 3 52 408

5 27 508 4 45 553

6 26 347 0 0 347

7 26 263 0 0 263

8 27 418 0 0 418

9 26 426 1 11 437

10 26 411 3 32 443

11 26 395 6 143 538

12 23 210 7 121 331

1 23 208 0 0 208

2 24 225 2 52 277

3 26 380 3 50 430

合計 305 4,147 29 506 4,653

■国史跡郡山宿本陣

  現在、非公開
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